むかし、 ダマスカスと いふ 町に、 イドリスと いふな 

まけ ものが ゐ ました。 貧乏な くせに、 はたらく ことが 

きら ひなので すから たまりません。 或と き、 もうい 

よ/ \ 食べ る もの も なくなり、 売り はら ふ ものと 言つ 

たって、 ぼろ ッ きれ 一 つ さへ ない はめに なりました。 

おかみさん は、 

「これで はもう 二人で かつゑて 死ぬ ばかりです。 後生 

だから、 どうぞ 今日から お金 をもう けに 出て 下さ いご 

と、 泣いて たのみました。 



「お金 をもう ける つて、 一たい、 どう すれば い、 んだ 

い。 わし は、 これまで 商ば い をした こと もない し、 て 

ん であて がっかない よご と、 イドリス は、 生 あくび を 

しながら かう 言って、 長い あごひげ をし ごいて ゐ まし 

た。 

「では、 ためしに 私 のい ふと ほリ をして ごらんなさい。 

た、 V お 墓場へ 出かけて、 ぉまゐ りの 人が 来る たんびに、 

口の 中で おいのり をして ゐれ ばい、 のです。 さう すれ 

ば、 女の人 なぞ は、 きっとお 金 を くれます。 これなら 

あんた にも 出来る でせ うご と、 おかみさん は 言 ひまし 

た。 



イドリス はいちん ち考 へこんで ゐ ましたが、 あくる 

朝になる と、 しぶく お 墓場へ 出て いきました。 

いって、 おかみ さんが 言った とほり にして 見ます と 

なるほど、 お 墓まゐ りに 来た 女の人た ちが 少 しづ、 お 

金 を くれてい きます。 イドリス は、 これなら、 わしに 

はもって 来い の 仕事 だと、 ほゝ 笑んで、 それから は、 

まいにち 出て 来て は、 もぐ/ \ と お祈り を 上げる まね 

をして ゐ ました。 

人々 は、 イドリスの、 あご を うづめ た 長い ひげ や、 

たえず 一 しんにい のって ゐ るすが た を 見て、 これ は、 

とても 信仰ぶ かい、 えらい 人に ちが ひない と 話し合 ひ 



ました。 しま ひに は、 うは さに 尾 ひれが ついて、 あの 

人 は、 どんな ことで もしって ゐる えらい 賢者で、 人の 

秘密で もす ぐに 見ぬ いて 言 ひ あてる、 とても ふしぎな 

人 だと、 じぶんが ためされた やうに 言 ひふら す もの さ 

へ 出て 来ました。 

或と き、 イドリス は、 いつもの やうに 墓場へ 出かけ 

ると ちう、 町の 中 をと ぼ/ \ 歩いて ゐ ますと 靴の そこ 

へく ぎが 出つ ばって 来たと 見えて、 足の 先が いたくて 

たまらなく なりました。 それで 或 金 細工 師の 店の まへ 

にたち どまって、 その 片方の 靴 をぬ いで、 中 をの ぞい 

て 見ました。 



ほう、 すばらしい 宝石が はまって ゐ ると、 にこ/ \ し 

て、 あたり を 見 ま はしました。 さい は ひ、 だれもかん 

づ かないので、 その ま、、 指輪の はいった 靴 を はいて、 

うち 

大急ぎで、 じぶんの 家へ 引き かへ しました。 

王 さまに は、 それが 何ものに も か へられない、 だい 

じな 指輪だった ので、 たちまち おほさ わぎに なり まし 

た。 王 さま はお こって どなりつけます。 みんな は 血眼 

になって、 通 中 を さがし ま はりました。 しかし、 むろ 

ん、 その 指輪が 出て 来る はず もありません。 

王 さま は、 それ は/ \ くやしが つて、 町中の ありと 

あらゆる 占ひ師 や、 魔術つ かひ を めしよせて 指輪の あ 



り どころ を 占 はせ たり、 魔術で 見と ほし をつ けさせよ 

うと あせり ましたが、 だれに も、 さっぱり けんとうが 

つきませんでした。 

すると 一 人の 家来が、 墓場の 賢者のう はさ を 聞いて 

来て、 これく かう いふ ものが ゐて、 どんな 秘密で も、 

すぐに 言 ひ あてる さう ですから、 ためしに、 その 賢者 

に 相談して ごらんに なって はいかが でせ うと 言 ひまし 

た。 そこで 王 さま は、 すぐに イドリス をよ びに ゃリま 

した。 イドリス は、 何 だら うと 思 ひながら、 こ は，^ 

出向いて 見ます と、 これく で、 金の指輪が 金 細工 師 

の 店先で なくなった。 一 つ その ゆく へ を あて、 見ろ と 



いふ 命令です。 イドリス は、 は ッと思 ひました。 で、 

その 指輪の 形 だの、 ほりの もような ど をく はしく 聞い 

て 見ます と、 それ は、 まさしく、 じぶんの 靴の 中へ と 

びこん だ、 あの 指輪です。 そこで、 

「その 指輪なら、 夕方まで おまち 下さい ませば、 かな 

らず 私が さがし 出して まゐ ります ご と、 うけ 合 ひまし 

た。 

夕方になります と、 イドリス は、 さも、 じぶんが ど 

こから か 見つけ 出して 来た やうな 顔 をして、 指輪 を も 

つてい きました。 王 さま は大 そう よろこんで、 い 

ろ/^ とほうび の 品 もの を 下さり、 これから 先 も、 こ 



まった ことが 出来 わいたら、 お ま へ にたの むぞと 言つ 

て、 しきりに イドリスの ふしぎな 眼力 をお ほめに なり 

ました。 

イドリスのお かみさん は、 イドリスが、 りっぱな ご 

ほうび を、 どつ さりいた、 V いて 来たので、 びっくりし 

て よろこびました。 しかし、 イドリス は、 うれしく も 

何ともありませんでした。 これで は 王 さまに 何 かのこ 

とがお ありの ときには、 きっと また 私 をお よびつけ 

になる にち が ひない、 あの 指輪 だけ は、 じぶんが ひろ 

つて ゐ たので、 すぐにお わたしし たやうな もの、、 こ 

のつ ぎ、 何 か を さがせの、 見と ほせのと 言 はれたら、 



それで イドリスに、 その 盗まれた 品物の かくして ある 

ところ を考へ あて、 くれと いふお 話です。 

イドリス は、 こまって 顔 を ふせて ゐ ました。 王 さま 

まつ ^ けて、 

「では 四十 日間の いうよ を あたへ るから、 かならず 見 

つけ 出して くれ。 このく らゐ のこと は、 お まへ にと つ 

て は 何でも あるまい。 だから、 もし 四十 日た つても 返 

答 を しないと、 それ はお まへ が、 わざと わし を いぢめ 

てこ まらす ものと みとめ、 すぐにく び を はねて しま ふ 

から、 そのつ もりで ゐ ろご と 言 ひわた しました。 

さ を 

イドリス はまつ 青に なって かへ つて 来ました。 王 さ 



まのと ころへ いって どうしたので すと、 おかみ さんが 

聞き- (^しても、 イドリス は 返事 を さへ しません。 

「え、、 うるさい。 お まへ に 言った つて どうなる もの 

でもない。 盗賊が 四十 人ば かりで 王 さまのお 倉の 宝 も 

の を 盗み出し たの だ。 わし は、 その 品 もの 、ありか を、 

四十 日間に さがし 出さない と、 首 を とられて しま ふの 

だ ご 

イドリス は、 しま ひに かう 言って、 ふかい ため息 を 

しました。 

イドリス は、 いくら なげいても、 どうに も 仕方がな 

いので、 し を/^ 巿場 へいって、 くるみ を 四十 買って 



来ました。 そしてお かみさんに 向って、 

「今晩から、 このく るみ を 一 つづ、 くだいて 食 ふんだ 

この 四十の くるみが なくなる 日に は、 わしの 命 もな く 

なる の だ。」 と、 ぼろ/ \ 涙 を こぼしました。 



二 

話が か はって、 王 さまのお 倉 を あらした どろぼうの 

頭 は、 王 さまが 墓場の 賢者 イドリスに 命じて じぶん 

たち を さがしに か、 つて ゐ ると いふう はさ を 聞き こみ 



ろぼうの 手下 は、 そっと 戸の 鍵穴から のぞいて 見ます 

と、 イドリス は、 そのく るみ を、 かちんと た、 きわつ 

て、 こちらの 鍵穴の 方 を 見つめながら、 

「四十の 一 つ だ ご と 言 ひ/^ 食べ 出しました。 どろ 

ぼうの 手下 は、 青くな つて かへ つて 来ました。 そして 

頭に 向って、 

「わたしが 鍵穴から のぞいて ゐ ますと、 イドリス は 私 

の 方 を 見て、 四十の 一 つ だと 言 ひました ご と 話し まし 

た。 頭 はび つくりして、 その あくる 晚は、 ほかの 二人 

の 手下に、 イドリスが 何 を 言って るか 聞いて 来い と 言 

つて 出しました。 こんど は 人 をち がへ て、 そして、 い 



ふこと がう そでない やうに わざ/ \ 一 一人の もの を やつ 

たわけです。 その 二人が、 やはり 鍵穴から のぞいて ゐ 

ますと、 イドリス はお かみさんに、 

「そのく るみ を 一 つよ こせ ご と 言って、 それ を わり、 

「え へん、 四十の 二 つ だ ご と 言 ひく 鍵穴の 方 を 見 ま 

した。 

泥棒の 頭 は それ を 聞く と、 いよく 心配に なり まし 

た。 それで あくる 晚 はまた ちがった 三人の もの を 立ち 

聞きに やります と、 イドリス はや はりく るみ を 一 つ わ 

リな 力ら 

「あ、 ァ、 四十の 三つ か。」 と 言 ひ/ \ 戸の 方 を 見 まし 



ま、、 一と 品 もの こらず おかへ し 申します。 それ は、 

これく かう いふ 空地に うめて、 その上に、 白い 石が 

目 じる しにお いてあります ご と 白状して、 平った くな 

つ て あやまりました。 

イドリス は、 それ こそ 夢で はない かと、 びっくりし 

ました。 しかし、 うはべ では、 あくまで 賢者ら しい 顔 

をして、 

「よし /\、 よく 自白 をした。 それで は、 お まへ たち 

の 命 をた すける ために、 名 まへ だけ は 言 はないで おい 

て やらう。 だが、 ほり 出して 見て、 一 と 品で も 不足し 

てゐ たら、 ようしゃ なく、 お まへ たち 四十 人 をの こら 



くれました。 

イドリスのお かみさん は、 そのたい そうな 下され も 

の を 見る と、 とび 上って よろこびました。 

「ごらんなさい。 神 さま はや はり、 はたらく もの をお 

たすけになる のです。 みんな もと をい ふと、 あなたが 

あたしの いふ こと を 聞いて、 墓場へ はたらきに 出た か 

らで すよ。 だから 金の指輪 も 手に はいり、 しま ひに は、 

こんなた いそうな お金 持に なった のです ご と、 得意に 

なって、 はしゃぎた てました。 

しかし イドリス は、 なほ/^ 気が 気で はなくな り ま 

した。 こんど また 王 さまから 何 を かさが せとい はれた 



らいよ く 命が なくなる わけです。 なくなつ たりした 

ものが、 二 ど、、 あんなに すら/^ 出て 来る はず も あ 

りません。 

王 さま は、 それから は、 よく イドリス を よんで、 ご 

ちそう をしたり、 イドリス をお ともに つれていろ/^ 

のと ころへ 出かけたり しました。 町中の もの はィ ドリ 

ス のこと を、 この 上な く、 うらやましく 思 ひました。 

けれども イドリス は、 王 さまから さわいで いた、 V け 

ばいた ゾく ほど、 よけ い に 命が ち > まる やうな 気がし 

て、 寝ても さめても 苦痛で たまりませんでした。 

ある 日 王 さま は、 イドリス を つれて、 町の 郊外へ 出 



かけました。 王 さま は、 そこの 大 浴場で 一 しょに 湯 あ 

み をしょう と 言 ひ 出しました。 しかし イドリス は、 そ 

れ ばかり はお ゆるし 下さい まし、 いくら 何でも 王 さま 

と 一 つのお 湯へ はいるの は、 もったいない かぎりです 

と 言って、 かたくお ことわり しました。 それで 王 さま 

は、 仕方なく 一人で 浴場へ はいりました。 

うち 

イドリス は その 間に、 家へ かへ つてお 湯 を わかさせ 

ました。 お湯に はいって ゐて も、 イドリス はじ ぶんが 

王 さまから、 何でも 見と ほす 力が ある やうに 思 はれて 

ゐる、 その 苦し さを考 へつ y け、 どうかして、 上手に 

王 さまの 手から はなれる 工夫 はない もの かと 思案し ま 



イドリス はかう 思 ひつくな り、 その ま、 はだかで と 

び 出しました。 そして、 さっきの 浴場へ かけつけて、 

家来 をつ きとば して、 王 さまの はいって ゐられ る 浴室 

へ を どり こみ、 王 さまの 口 ひげ を引ッ つかんで、 はだ 

かの ま、 を、 むりやりに 庭へ 引きずり 出しました。 

と 思 ふとたん に、 古ぼけて、 こ はれ かけて ゐた その 

浴場の 建物が、 ふいに、 ど ゾ、 y ん、 がら/ \ がらと く 

づれ おちて、 中に ゐ たもの は、 あっとい ふ 間もなく 一 

人 もの こらず 死んで しま ひました。 イドリス は、 その 

とッ さに、 気ち が ひになる よりも、 もっとい、 こと を 

思 ひっきました。 



「ごめん 下さい、 王 さま。 ぐづ/ ^して ゐ ると、 お 命 

が あぶない ので、 私 もこのと ほリ、 着物 も 着ないで と 

ん でまゐ りました のです。 私 は 家へ かへ つて 湯 を あび 

てゐ ました。 すると 私の 魔術の 手鏡が 大声 を あげてよ 

ぶではありません か。 私が 何の 秘密で もさぐ リ 出し、 

さきのことまで 見ぬ くの はじつ は みんな、 その 小さな 

手鏡に 聞く のです。 鏡 は、 大変 だく、 早く 王 さま を 

浴場の 外へ お引き出し せよ、 くづれ る/ \、 屋根が く 

づれ る、 とい ふもんで すから、 一生 けんめいに とんで 

まゐ りました わけです ご 

「ほ、 う、 さう だった か。 おかげで、 おれ も あや ふく 



命 を ひろった。 あ、 あぶなかった ね。 お まへ がー 分 間 

でもお くれたら、 おれ は りっぱに 死骸に なって ゐ ると 

ころ だ ご 

「まったく、 私と いたしましても、 こんな うれしい こ 

と は ございません。 しかし 陛下、 それと 一し よに、 私 

は 最早、 た y のつ まらない 人間に なって しま ひました。 

あんまり あわて、 とび 出す はずみに、 あの、 かけが へ 

のない 魔術の 鏡 を 下へ おつ ことして、 粉み じんにく だ 

いてし まひました ご 

かう 言って、 ざんねん がります と、 王 さま も、 それ 

はとんだ こと をした もの だと、 じぶんの ことの やうに 



をし みなげき ました。 

これで イドリス はやつ と 心配 も 苦しみ も なくなり ま 

した。 それから は、 もう 王 さまから、 および 出し も 来 

ず、 おかみ さんと 二人で、 れいの ごほうび にいた、 V い 

たお 金で、 一 生らく/ \ とくらし ました。 
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